００－００－０００００　みほんはなこ
　政府は、一億総活躍社会の実現に向けて働く人々が、それぞれの事情に応じた多様な働き方を選択できる社会を実現する「働き方改革」を総合的に推進するため、長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態に関わらない公正な待遇の確保等のための措置を講じています。
　日本が直面する「働く人のニーズの多様化」、「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」などの課題に対応するためには、投資やイノベーション（ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ）による生産性向上とともに、就業機会の拡大や意欲・能力を存分に発揮できる環境をつくることが必要です。
　例えば、働き過ぎを防ぐため長時間労働をなくし、年次有給休暇を取得しやすくすることで、個々の事情にあった多様なワーク・ライフ・バランスの実現を目指すことができます。また、同一企業内における正規と非正規との間の不合理な待遇の差をなくし、どのような雇用形態を選択しても待遇に納得して働き続けられるようにすることで、多様で柔軟な働き方が「選択できる」ようになります。
　働く人の置かれた個々の事情に応じ、多様な働き方を実現することで、成長と分配の好循環を構築し、働く人一人ひとりがより良い将来の展望を持てるようにすることを目指しています。
